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New Order/新規注文

このパネルは、成行注文および指値注文エントリー（入力）用に設計されています。

外観メインフレーム(左側)

ダイアログ テーブルの任意の行をダブルクリックするか、F9 キーで開くことができます 。
チャート取引ダイアログ （コンテキスト メニューから開く ）
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1. Instrument selector（銘柄選択）

左クリックして編集モードを有効にし、 銘柄を検索

銘柄は下記のカテゴリーごとに検索

•Symbol/シンボル
•Description/詳細
•Group/グループ

Vマーク（右上の下矢印）をクリックしてリストを開きます。

2. Day’s range（日足）

左側に表示されるローソク足は、日足と高値/安値の範囲を示します。



1.High Ask（高値）

2.Current Bid (矢印)（現在値）

3.Open Bid of the current day（日足）

4.Low Bid（安値）

5.ローソク足の下の右矢印は前日の終値を
(Closing Bid）示しています



表示されるすべてのデータは、「全般」セクションの「設定」で設定されたタイムゾー
ンにあります。

マウスを移動すると追加情報が表示されます。

Daily Range/日足

高値と安値の差を価格及び % で示
しています。

高値とその時間、 安値とその時間

Daily Change/現在の買い気配値
と前日の終値 の差です。

Average Spread（平均スプレッド ）

Average Spread/(平均スプレッド) Dukascopyの独自計算方式

Average Spread(平均スプレッド)は、流動性が低いためスプレッドが通常より広くなる決済の前
後 1 時間を除く、先週のデータから計算された過去の Bid/Ask スプレッドです。
この値は、週に 1 回、毎週月曜日の開始 時刻に(EET 00:00) に変更/更新されます。

条件を設定する必要がある場合、 Average Spread(平均スプレッド)を取引のデフォルト（標準）
値として使用できます。
これは、ポイント単位の条件の代替手段です。取引のデフォルト（標準）設定を構成できます。
New order（新規注文）パネルの設定で １日の範囲を非表示にすることができます。 （Day’s 
range)（日足）



3. Sentiment index(SWFXセンチメント指標）

通常注文、SWFXセンチメント指標にチェック

マウスを合わせると数字が表示されます。
.

流動性コンシューマーと流動性プロバイダーの流動性比率を示す独自指標
（ブル・ベア）

ポップアップ



4. Price tickers（気配値）

気配値は現在の売り気配値最良Bid
と買い気配値最良Askが表示されま
す。

右クリックして設定を変更します。

真ん中の数字は現在のスプレッド値、つまり 売り気配値と買い気配値の差です。

売り（左側）を示す価格値をクリックすると表示された金額で成り行き売り注文が送信されます。

買い(右側) を示す価格値をクリックすると、表示された金額で成行買い注文が送信されます。

特別な注文を行う場合には（Bid注文/Offer注文 を行うには、）特別なダイアログを使用する必
要があります。
Price Tickers （気配値）の内側上部の左隅と右隅にあるボタンをクリックすると開きます。

Offer注文Bid注文



Price Tickers（気配値）をクリックして成行注文を送信する場合、Condition（条件） パネ
ルで設定された条件は考慮されません。

Price Tickers（気配値）を使用して、オープンするポジションに対してストップロス注文と
利食い注文を自動的に送信することができます。

両者の条件は、設定/取引/デフォルト取引の値で設定されます。

この機能を有効にするには、ユーザーは設定/取引/取引設定でオープンする注文に
対して「デフォルトのストップロスを適用」および「デフォルトのテイクプロフィットを適用」
を有効にする必要があります。

オプション設定
Trading Setting（トレード設定）

Conditions 設定

Conditionsは取引ごとの設定、オプション設
定では デフォルト設定ができます。



5. Amount/価格

こちらのボックスに表示設定される
値は、 金額表示ボックスの取引数
量から計算されます。

金額表示ボックスの上にマウスを
置くと、表示された金額値に関連
する取引情報がポップアップ表示
されます。

ポップアップウインドーに黄色の三角形が表示されている場合、CFD 金融商品には
異なる金額乗数（Amount multiplier）があり、1 つの契約（Contract）に複数の単位（
Units）があることを意味します。金額は補足情報として表示されます。



6. Conditions/条件

このセクションは、成行注文や待機注文の追加設定用に設計されています。

「条件を表示」をクリックして「条件」欄を表示します。

Price Tickers（気配値） をクリックして成行注文を送信する場合、 Condition（条件） パ
ネルで設定された条件は考慮されません。

Preview（プレビュー） を有効にして、チャート内の注文明細をプレビュー（確認）します。

Price format/価格表示を切り替え

ストップロスとテイクプロフィットの価格は次のように表示されます。

ポイント (スピナーに 【・】が表示されます) 

価格

価格からの% (スピナーに【％】が表示されます)

Price Tickers（気配値）にマ
ウスオーバーでチャートに表
示されます。



Opposite trigger/反対側トリガー

Stop（ストップ） 注文と損切（ Stop Loss,ストップロス） 注文は、流動性が低いときに広いスプレ
ッドでトリガー（注文執行）されるのを避けるために、反対側のトリガー側で発注できます。

Trading settings （取引設定） の Preferences （優先設定） には、反対側のトリガー（
条件）を自動的に設定する特別な設定機能があります。デフォルト（標準設定）では
無効になっています。

Take Profit as MIT/ MITとして執行する

Take Profit 注文約定する可能性を高めるために、Take Profit 注文を Market If Touched
(MIT) タイプの注文として設定できます。

Take Profit as MITは、利食い（ Take Profit ）注文の価格が条件設定され実行されたときに指
値注文として処理されます。
注文の約定価格を制限する Max.Slippage(最大スリッページ） を設定することが必須です。
設定された価格範囲内で注文を約定できない場合は、新しい指値価格で引き続き機能します
。



7. Calculator/計算機

損切り値（ Stop Loss, ストップロス） と利食い値（ Take Profit、テイクプロフィット） の値が
Conditions（条件） で設定されている場合、または損切り値（ Stop Loss, ストップロス） または
利食い値（ Take Profit, テイクプロフィット） が Preference（優先設定） の成行注文で有効にな
っている場合にのみ、推定損失額と推定利益額が表示されます。

この場合、Conditions （条件） パネルが閉じていても表示されます。損切り値（ Stop Loss、スト
ップロス） と利食い値（ Take Profit、テイクプロフィット） の両方が有効な場合、Risk Reward（リ
スク） 比率が表示されます。

通常および週末に必要な証拠金は、設定した金額と選択した商品のレバレッジによって完全
に異なります。

Calculator/計算機でEstimated P/LやRequired Margin の値を変更すると、取引数量
の 値に影響します。



合計欄には、 Bidとオファーのすべての数量の合計と、平均価格が表示されます。

Bid 側と Ask 側のそれぞれに最大 10 レベルまで表示を設定できます。右クリックして行数を
選択します。

8. Market depth/板情報


